
9月問題 No.2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】 

大斜、中斜、小斜の長さをおのおのを a,b,c とし、乙円（O1）、甲円（O2）の半径を     とする。

また、三角形 ABCに内接する円を追加で引く（図中赤色で示す）。そして、ｘ－ｙ座標系の原点を

点Ｂの位置に置く。また、               とする。 

 

1. 点 Aの座標を求める 

1.1)三角形 ABCの面積を求める 

三角形 ABCの面積を     とし、  
 

 
       とすると、三角形 ABCの面積は、

ヘロンの公式より、次式で与えられる。 

                        

  1.2)三角形 ABCの高さを求める 

点 Aから辺 BCに下した高さをｈとすると、三角形ＡＢＣの面積は      
 

 
      で与えら

れるので、これを 1.1)項の式に代入する。 

 

 
                     

                
                  

 
                                  

本問題では、a=345 寸、b=322 寸、c=299 寸であるから、これらを上式に代入する。 

  
                                

   
 

      寸 

    

 

O1 

y
  A 

A 

C B 

E 
F 

H 

P 

r1 

r2 
2α 2β x

  A 

O2 

O 

大斜(a) 

中斜(b) 小斜(c) 

乙円 

甲円 



1.3）点 Aの座標を求める 

 3平方の定理より、 

         
  

              

      寸 

を得る。これらより、点 Aの座標は、次の通り。 

点                  

       となる。 

 

 2.            を求める 

   2.1)甲円中心の水平方向位置を求める 

右図に示す内接円の中心の水平方向位置は、甲円中心 

の水平方向位置と同一になるという性質を用いて、 

外側の三角形から甲円の中心位置を求める。 

 

 大斜が a,中斜が b、小斜が cであるとき、右図で 

示す三角形の各頂点から内接円の中心から各辺に 

下した垂線の足までの長さは、下式で与えられる。 
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従って、右図の点 Hの水平方向位置（Hx）は、 

         

また、 

      

となる。 

 

2.2)          を求める 

 図より、 

     
  
 

 
  

   
 

を得る。同様に、 

     
  
 

 
  

   
 

となる。 
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2.3)            を求める 

倍角の公式から、 

      
     

       
 

 
 

  

   

   
  

   
 
  

 

   

   
         

 

      

 

 
        

          
                                             

 同様に、 

      
        

          
                           

となる。 

 

3. 直線 AB,ACの式を求める 

 点 A、B、Cの座標を以下にまとめる。 

 点 A（151.8 , 257.6 ） , 点 B( 0,0 )  ,点 C( 345, 0 ) 

 

3.1) 直線 ABの式 

   直線の式を      とすると、直線 ABは原点を通るので、n=0であり、  
  

  
であるか

ら、 

  
     

     
    

  

  
                                   

となる。 

 

3.2) 直線 ACの式 

 直線 ACは点 A,Cを通るので、 

 
                    

            
  

を満足する。両者を連立して解き、直線 ACの式を求める。結果は、 

   
 

 
                                                      

となる。 

 

 



4. 直線 BE,CFの式を求める 

4.1) 直線 BEの式 

 直線 BEは、傾き       であり、原点を通るので n=0である。よって、(3)式より、 

             
        

         
 
    

                 

                   
    

   

   
                     

  となる。 

 

4.2) 直線 CFの式 

 直線 CFの傾きは、          であり、点 Cを通るので、直線 CFの式は、 

                  

  
        

          
        

  
                 

                   
        

     
  

  
   

                
  

  
 

となるから、直線 CFの式は、 

   
   

   
     

  

  
                           

となる。 

 

5. 点 Pの座標を求める 

点 Pは、直線 BEと直線 CFの交点であるから、(6),(7)式を連立して解く。すると、点 Pの

座標は    
  

   
    

  

   
 となる。 

 

6. 点 Eの座標を求める 

   点 Eは直線 ACと直線 BEの交点であるから、(5),(6)式を連立して解く。すると、点 Eの座

標は    
 

 
     となる。 

 

7. 点 Fの座標を求める 

 点 Fは直線 ABと直線 CFの交点であるから、(4),(7)式を連立して解く。すると、点 Fの座

標は        
  

  
 となる。 

 

8. 点 A、F、P、Eの座標を分かりやすくするため、まとめる。 

点 A ( 151.8, 257.6 )  点 E ( 213.75, 175 ) 点 F          
  

  
    点 P      

  

   
     

  

   
   



9. 四辺形 AFPEの面積を求める 

 ベクトルの外積を用いて、四辺形 AFPEの面積を求める。まずはじめに、四角形 AFPEの各

辺のベクトルを求める。 

                         

 

 

 

 

 

              
 

 
     

  

   
                

  

   
    

   
   

   
    

   

   
  

 

                      
  

   
                   

  

   
    

   
   

   
    

      

   
  

 これより、 

                              
 
 

   

   
  

   
            

  
   

   

      

   
 

 
 
                

 

                              
 
 

   

  
   

   
  

   

   
 

  
   

   

      

   
 

 
 
              

 

であるから、 

 □     
 

 
                                          

 

 
                          

となる。 

 

10. 四角形 AFPEの周長を求める 

四角形 AFPEの４辺の長さを求める。 

                             
  

  
 
 

    
 

  
 

    
  

   
               

                         
  

   
       

  

  
    

  

   
   

 



              
  

   
 
 

     
  

  
    

  

   
 
 

             

          
 

 
    

  

   
 
 

         
  

   
 
 

   
   

   
 

                
 

 
 
 

                 
 

 
 

乙円にの外接する四角形の周の長さの半分を s’とすると、以下の通りとなる。 

   
 

 
    

 

  
               

   

   
    

 

 
  

             

 

11.  乙円の径を求める 

 四角形の面積は、その周長と内接円の半径の積で与えられる。つまり、 

 □              

となる。9 項及び 10 項の結果から、乙円の半径は、 

   
     

  
 

           

           
    

となる。よって、乙円の直径は             寸となる。 

 

(答え 乙円径 84寸) 

 


